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7月巻頭特集：熱中症にご注意ください！
　　　   〜救急総合診療科部長による『熱中症対策』

　　　　　　　  〜ところで、『足のむくみ』が気になっていませんか？　　　
2018 ／ vol.041
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熱
中
症
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
〜 

救
急
医
の
立
場
か
ら
熱
中
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
。

救急総合診療科部長による『熱中症対策』

　
毎
年
暑
い
季
節
に
な
る
と
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
熱
中
症
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
何
度
も

繰
り
返
し
報
道
さ
れ
ま
す
。

　

今
号
の
広
報
誌
『
そ
う
こ
う
』
で
は
、
救
急
医
の

立
場
か
ら
熱
中
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
原
稿
を
ま
と
め
ま
し

た
。
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
身
近
な
方
と
一
緒
に
お

読
み
い
た
だ
き
、
こ
の
夏
の
熱
中
症
予
防
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

◆
熱
中
症
の
症
状

　

熱
中
症
初
期
の
症
状
は
、
脱
水
症
状
に
よ
り
め

ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
大
量
の
発
汗
、
こ
む
ら
返
り

な
ど
で
す
。
更
に
脱
水
症
状
が
強
く
な
る
と
、
今
度

は
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死

に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
子
供
を

暑
い
車
の
中
に
放
置
し
て
死
亡
さ
せ
た
な
ど
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
、
毎
年
暗
い
気
持
ち
で
耳
に
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
慢
性
的
な
持
病
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

暑
さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
初
期
症
状
が

な
く
、
い
き
な
り
意
識
も
う
ろ
う
の
状
態
で
発
見
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
人
は
？

　

熱
中
症
は
、
体
調
に
よ
っ
て
生
じ
や
す
く
な
る
と

い
え
ま
す
。

①
朝
食
抜
き

②
睡
眠
不
足

③
高
齢
者
や
慢
性
的
な
持
病
を
持
っ
て
い
る
人

①
朝
食
抜
き
で
す
と
、
そ
れ
だ
け
で
脱
水
状
態
か
ら

1
日
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
朝
食
は
パ
ン
と

コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
済
ま
さ
な
い
で
、
き
ち
ん
と
糖
質

と
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

②
睡
眠
不
足
の
時
は
熱
中
症
と
は
無
関
係
に
、
そ
の

日
1
日
、
あ
ま
り
調
子
が
良
く
な
い
と
感
じ
る
と

思
い
ま
す
し
、
熱
中
症
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

救
急
総
合
診
療
科
部
長 

小
山
尚
也

③
高
齢
者
や
慢
性
的
な
持
病
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

暑
さ
に
対
す
る
感
受
性
が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
高
齢
者
は
冷
房
が
嫌
い
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
し
、
持
病
に
よ
り
水
分
制
限
を
指
導
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
周
り
の
方
が
、
気
を
つ
け

て
あ
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

◆
熱
中
症
の
予
防
に
は
水
分
だ
け
で

　
な
く
塩
分
も
必
要
で
し
ょ
う
か
？

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
水
分
を
多
く
摂
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
ご
存
知
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
塩
分
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の

で
し
ょ
う
か
？　
　

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
は
塩
分
も
一

緒
に
摂
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
ね
。
で
す
が
皆
さ

ん
、
塩
分
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
固
執
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
！
。

　

学
生
時
代
に
理
科
の
授
業
で
食
塩
水
の
濃
度
の
問

題
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
食
塩
水
に
水
を
入
れ
た
り
、

逆
に
水
を
蒸
発
さ
せ
て
、
食
塩
水
の
濃
度
が
何
％
に

な
る
か
と
い
う
問
題
で
す
。

　

食
塩
の
こ
と
を
「
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
N
a
C
l
）」

【Photo】夏の太陽と熱中症の男の子　©acworks
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救急総合診療科部長による『熱中症対策』

救急総合診療科
◆救急センターの概要
当センターは、2 次救急指定病院として、
24 時間体制で稼働しています。時間外の
急患は救急担当医師・内科系医師・外科系
医師が毎日当直対応、小児科系は曜日に
よって対応可能です。
またドクターヘリが着陸できるためのヘリ
ポートもあり、遠方から救急搬送される場
合もあります。
救急車は地元の行田救急のみならず、鴻巣・
熊谷・深谷・比企などからの救急患者さま
も受け入れています。

◆ 24時間 365日断らない
　 埼玉県救急搬送困難事案受入病院
周辺地域では、救急車受入台数が最も多く、
直近 1 年間では 4,596 台の救急車を受
け入れています。
救急車の台数が増えるということは、診療
の優先順位も救急車から対応することにな
るため、直来の患者さまにはお待ちいただ
くことになります。皆様にご理解とご協力
をお願いいたします。
引き続き、時間外の緊急内視鏡や緊急心臓
カテーテル、t-PA 治療、緊急手術などがコ
ンスタントに行えるよう専門医と共に対応
し続けていきます。さらに地域の皆様へ安
心を提供できるように、そして埼玉県北部
地域の救急医療の HUB としての努力を続
けて参ります。

と
も
言
い
ま
す
が
、
人
間
の
身
体
に
も
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
以
下
N
a
）
と
い
う
電
解
質
が
あ
り
ま
す
。

　

食
塩
水
を
温
め
る
と
、
水
が
蒸
発
し
相
対
的
に
食

塩
水
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
塩
は
蒸
発
し
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
私
た
ち
人
間
の
身
体
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

熱
中
症
で
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ま
は
、
水
の
成
分

が
大
幅
に
減
っ
て
い
て
、
N
a
の
濃
度
が
相
対
的
に

高
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　

血
液
検
査
を
す
る
と
、
熱
中
症
の
患
者
さ
ま
は
、

N
a
濃
度
が
正
常
値
か
高
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
熱
中
症
の
患
者
さ
ま
は
、
純
粋
に
水
分
摂
取
量

が
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

塩
分
に
関
し
て
は
、
確
か
に
汗
か
ら
薄
く
塩
分
が

出
て
き
ま
す
が
、
日
常
の
食
事
で
摂
っ
て
い
る
塩
分

だ
け
で
充
分
で
す
。
汗
か
ら
の
塩
分
で
N
a
濃
度

が
低
値
に
な
る
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
よ
り
、
厚
生
労
働
省
は
日

本
人
の
N
a
（
食
塩
相
当
量
）
の
目
標
量
を
男
性
８
・

０
g
／
日
未
満
、
女
性
７
・
０
g
／
日
未
満
に
厳
し

く
変
更
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、
世
界

中
の
人
の
N
a
摂
取
目
標
を
１
日
５
g
と
、
日
本

人
に
と
っ
て
更
に
厳
し
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
の
日
本
の
成
人
１
日
当
た
り
の
N
a

平
均
摂
取
量
は
、
男
性
で
11
・
0
ｇ
、
女
性
で
９
・

２
g
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

摂
取
量
は
年
々
減
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
日
本

人
は
塩
分
摂
取
量
が
多
過
ぎ
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
で

も
熱
中
症
対
策
と
し
て
の
塩
分
摂
取
は
十
分
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

熱
中
症
予
防
に
水
分
を
摂
取
す
る
際
は
、
塩
分
は

あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
の
ど
が
渇
く
前
か
ら
水
を
中
心

に
小
ま
め
に
摂
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

屋
外
に
い
る
時
間
が
長
い
人
は
、
15
分
ご
と
に
摂
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

し
か
し
、
例
外
も
あ
り
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
等
の
よ

う
に
強
度
の
高
い
運
動
や
、
長
時
間
激
し
い
運
動
を

し
続
け
る
場
合
に
は
、
水
と
一
緒
に
塩
分
も
補
給
す

べ
き
で
す
。

　
◆
熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
の
対
処

　

熱
中
症
を
発
症
す
る
人
の
中
に
は
、
気
を
つ
け
て

い
て
も
発
症
し
て
し
ま
う
方
が
い
ま
す
。

　

基
本
は
涼
し
い
所
に
移
動
し
、
首
や
腋
の
下
な
ど

動
脈
が
皮
膚
に
近
い
所
を
中
心
に
冷
や
し
ま
す
。
そ

し
て
水
分
類
の
補
給
で
す
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
塩

分
に
固
執
せ
ず
に
水
分
を
で
き
る
限
り
飲
む
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
よ
く
勧
め
ら

れ
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で
す
。
し
か
し
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
に
関
し
て
は
、
熱
中
症
を
起
こ
し

た
緊
急
時
以
外
は
飲
ん
で
ほ
し
く
な
い
と
考
え
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、
飲
む
側
に
と
っ
て
美

味
し
く
で
き
て
い
る
の
で
、
若
い
頃
か
ら
習
慣
的
に

飲
み
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
若

い
時
に
つ
い
た
習
慣
は
、
大
人
に
な
る
と
簡
単
に
改

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
に
は
、砂
糖
と
異
性
化
糖
（
果

糖
ブ
ド
ウ
糖
液
糖
）
が
多
量
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
飲
み
過
ぎ
る
と
血
糖
値
が
上
昇
す
る
た
め
空

腹
感
が
な
く
な
り
、
必
要
と
す
べ
き
食
事
か
ら
の
栄

養
が
減
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
２
つ
の
成

分
に
は
、
将
来
的
に
２
型
糖
尿
病
を
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ら
、
お
茶
か
た
だ
の
水
の
よ
う

に
、
砂
糖
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
を
選
択
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
発
症
時
、
最
適
な
の
が
経
口
補
水
液

　

熱
中
症
を
発
症
し
た
際
の
一
番
の
お
勧
め
の
ド
リ

ン
ク
は
、
経
口
補
水
液
『
O
S
・
１
』
で
す
。
飲
ん

だ
こ
と
が
あ
る
方
は
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
全

然
美
味
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
O
S
・
1
』
を
販
売
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
1

つ
と
し
て
、
大
塚
製
薬
が
あ
り
ま
す
。
大
塚
製
薬
と

い
え
ば
、
有
名
な
の
は
『
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
』
で
す
。

商
品
を
売
る
だ
け
な
ら
、『
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
』
だ

け
で
い
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
『
O
S
・
１
』
が
販
売

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

そ
れ
は
『
O
S
・
１
』
の
成
分
が
、
W
H
O
が
推

奨
す
る
体
内
へ
の
水
分
吸
収
が
早
い
組
成
を
元
に
作

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

熱
中
症
を
発
症
し
た
場
合
、『
O
S
・
１
』
が
近

く
で
手
に
入
る
よ
う
な
ら
、
２
本
飲
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
で
も
症
状
が
改
善
し
な
け
れ
ば
、
病
院

で
点
滴
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

　

他
の
季
節
に
比
べ
て
暑
い
時
期
は
、
冷
た
い
水
を

多
く
飲
み
た
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
で
は
胃
が

疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
冷
た
い
水
は
、
体

温
が
36
度
ほ
ど
の
我
々
に
と
っ
て
、
実
は
異
物
が
入

り
込
む
よ
う
な
温
度
差
な
の
で
す
。
暑
い
時
期
で
も

白
湯
、
最
低
で
も
常
温
水
で
の
水
分
補
給
を
心
が
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
か
き
氷
な
ど
は
、
胃
が
温
ま
っ
た
食
後
に
食
べ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
一
度
繰
り
返
し
ま
す
が
、
高
齢
者
や

慢
性
的
な
持
病
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
暑
さ
に
対
す

る
感
受
性
が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
人
が
気

に
し
て
、
小
ま
め
に
水
分
を
摂
ら
せ
て
あ
げ
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

救急総合診療科 濱田医師（D-MAT）

※【2型糖尿病】
遺伝的に糖尿病になりやすい人が、肥満・運動不足・ストレスなどをきっかけに発病します。
インスリンの効果が出にくくなったり、分泌のタイミングが悪くなったりします。

※
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COLUMN

ドクターやナース、コメディカルの日常、大げさにいえば人生観まで。

好評につき、毎号連載中！

危険物安全協会より表彰
行田市消防本部

2018年6 月3 日（日）

当院は、危険物安全管理の徹底
と諸設備の充実により災害未然防

止の模範と評価され、関東甲信越

地区危険物安全協会連合会より表

彰を受けました。当日は総務課営

繕係・内田係長（防火管理者・危

険物保安監督者）が代表として参

加し、表彰状を受け取りました。

春の防災訓練
行田総合病院／行田クリニック

2018 年 5 月 28 日（火）

初期消火や避難誘導の手順を確認。
当院は災害時の医療救護活動の拠点となる災害拠点病院に指定されていま

す。川嶋理事長（写真左上）による「いつなにが起こるか分からない。訓練

でも真剣に取り組み、有事の際には成果を発揮できるように」という開会宣

言に続き、行田市消防本部指導の下に訓練が行われました。

News & Topics

2018 .5-2018 .6

第 2 回埼玉県北吸入ネットワーク研究会
クレアこうのす 3F・大会議室

2018 年 6 月 15 日（金）

『当エリアの吸入指導の実際』
と題したサンビレッジクリニック
鴻巣・山口院長の講演に続き、『〜
吸入薬デバイス研修会〜』の実習
では、当院・竹内内科部長／呼吸
器内科医部長（写真右）が吸入指
導を行いました。

第 28 回 救急勉強会
新南棟 4F 会議室

2018 年 6 月 21 日（木）

『急性期脳梗塞について』
急性期脳梗塞について、当院や『埼玉県急性期脳梗塞治療ネットワーク
（SSN）』からのデータを元に、地域医療連携室・経営情報課／須長課長によ
る分析が発表され、『脳卒中評価スケール（KPSS）』について救急隊員との
ディスカッションを挟み、脳神経外科副部長・本間医師（写真右）による症
例発表が行われました。行田をはじめ、熊谷、県央広域、比企広域、深谷、
羽生、児玉からの救急隊員50名にご参加いただきました。

▶︎防災訓練は、毎年春と秋の2回開催。▶︎行田市消防
本部の指導により、総務課営繕係が遂行しています。▶︎
今回は13時 30分に新南棟2Fとクリニック2Fの 2
カ所からの出火想定で行われました。▶︎職員は役割分
担をして、消化器による初期消火・中期消火や患者さ
まの避難誘導、防火扉の開閉などに当たり、避難完了
後は各部門の責任者が看護副部長に報告。▶︎消防隊員
から「引き続き高い防災意識を持ってください」との
総評をいただきました。▶最後は︎新入職スタッフを中
心に水消火器を使った初期消火訓練を体験しました。

▲当院の薬剤師・看護師も多数参加しました。

ところで、『足のむくみ』が気になっていませんか？

血管外科では『下肢の血管専門外来』を行っています。

一過性ではなく、数日間『足のむくみ』が続くような場合には

病気の可能性があります。

・足がだるい　

・足の血管がボコボコと浮き出ている

・夕方になると足がむくむ　

・夜間に足がつりやすい

このような症状を少しでも感じたら受付窓口にご相談ください。

血管外科医による診察を行っています。

下肢閉塞性動脈硬化症について

　近年食生活、生活様式の欧米化や高齢化に伴い動脈硬化（血
管の老化）は増加の一途をたどっております。動脈硬化性疾患
では狭心症、心筋梗塞をはじめとする虚血性心疾患や脳出血、
脳梗塞をはじめとする脳血管疾患の認知度は高く予防を含め確
立されています。
　しかしながら大動脈から下肢動脈における動脈硬化性疾患であ
る閉塞性動脈硬化症は患者さまの認知度は極めて低く、下肢の間
欠性跛行（歩行時の痛み）や安静時の痛み、虚血性潰瘍があって
も整形外科、皮膚科などの科を訪れることが多いのが現状です。
　しかも下肢の閉塞性動脈硬化症は動脈硬化の末期像と称さ
れ、虚血性心疾患、脳血管疾患の合併頻度は30％と非常に高
率であり、多くの患者さまは動脈硬化性疾患で亡くなられます。
また糖尿病、高脂血症、高血圧、喫煙、年齢、透析されている方々

血管外科
梅田有史

当院の血管外科は、専門医 2名体制。血管外科部長・三井医師（写真左）
と今回原稿をお書きいただいた梅田医師（写真中央）が毎日診療を行っ
ています。いつでもご相談ください。

などが危険因子となります。性別では男性に多い傾向にあります。
　当院では非侵襲的で簡単な血圧脈波（ABI：上肢と下肢の血圧比）や皮膚組織灌流圧（SPP）による下肢の血流の評価
も当日施行可能です。また画像による検査としては、MRI、CT、超音波、カテーテルを使った血管造影の検査などが施
行可能です。
　こうした予防、診断はもちろんのこと、入院での外科手術治療（血栓内膜摘除術、バイパス術）やカテーテル治療（バ
ルーン拡張、金属ステント、下肢ステントグラフト）、外科手術治療とカテーテル治療を組み合わせたハイブリッド治療
も専門的に行っておりますので、気軽にご相談ください。
　特に糖尿病や腎不全にて維持透析中の患者さんは引っかき傷、白癬、外傷などから足が感染し、急速に壊疽へ進行す
ることも多いので気になる方がいらっしゃいましたらご相談いただければ幸いです。

【illustration】足がだるい重い .biz
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看護師にとっての基本業務である、採血についての研修を

実施しました。採取された血液は生化や血算など様々な検

査に使用されますが、その目的によって、血液を保管する

容器（スピッツと呼びます）が異なります。決められた手

順や必要物品の説明と、ベテラン看護師による実演の後、

新人同士で腕を貸し合っての採血実践です。

採血業務をする上で何より大切なことは、患者さまに不安

な顔を見せないことだと考えています。自信を持って、丁

寧に素早く、落ち着いた表情で採血を実施できるよう、繰

り返し練習に励みました。　　　　　　［行田総合病院 看護担当課］

院内・院外からの広告を受付ております。

◉新人看護師がんばってます❸　

採血および検体の取扱いについての研修

◉栄養科からのお知らせ

食事から考える熱中症予防／食で夏バテを防ぐ

熱中症予防というと、まずはスポーツドリンクなど塩分を摂ることと考えがちだと思います。炎天下での長
時間の作業やスポーツ、急な発汗の場合はそれも必要ですが、多くの場合は塩分を多量に摂る必要はありま
せん。日本人は塩分を多く摂り過ぎる傾向にある為、塩分摂取はあまり意識しすぎず、夏バテにならない体
づくりを考えるようにしましょう。

【新サイト・看護師採用情報 OPEN!!】▶︎ http://gyoda-hp.or.jp/nurse/

○1日3食バランスよく摂りましょう
まずは基本中の基本、3 食しっかりバランスよく摂るこ
とです。特に、朝は食べないという人や軽く済ませてし
まう人は多いと思います。1 日のスタートとなる朝食は
糖質とたんぱく質、できれば野菜を摂ることを心がけて
下さい。時間が無いという方は、無添加の野菜ジュース
とパンとヨーグルトでも OK です。

○ビタミンＢ1の不足に注意
ビタミンＢ 1 は、ご飯やパンといった炭水化物の代謝に
深く関わっています。ビタミンＢ 1 が不足すると、エネ
ルギー産生がうまくいかず、倦怠感や疲労感を引き起こ
します。夏は特に、素麺だけで済ませてしまったりとい
うことも多くなるかと思いますが、ビタミンＢ 1 を多く
含む豚肉を汁の具として入れたり、素麺を蕎麦に変える
のも良いと思います。また、白米ではなく玄米に変える
のも良いでしょう。

○クエン酸で疲労回復
梅干しや酢などに含まれるクエン酸は、疲労物質である
乳酸の生成を抑える作用があります。酢の物などで摂る
ようにしましょう。

○ムチンで食欲増進
オクラや長芋、モロヘイヤなどのネバネバ成分（ムチン）
は消化吸収を助けます。

○水分のがぶ飲みは控えましょう
食事中に水分をがぶ飲みすることは、胃液を薄めて消化
力を弱めてしまいます。水分は食事以外で、こまめに摂
るように心がけましょう。

○暑い夏こそ温かいものを
暑いからと、冷たいものばかり口にしていると、胃腸の
働きを弱めてしまいます。冷たいものの摂り過ぎには注
意しましょう。　　　　　　　　　　　［行田総合病院 栄養科］


